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風邪、気管支
炎、肺炎、喘息
（ぜんそく）など
の呼吸器疾患
やアレルギー性
鼻炎、花粉症と
いったアレルギー性疾患の治療を中心に、肺がんの
セカンドオピニオン、禁煙外来（保険診療）まで、きめ
細かく診療しています。2013年7月1日に移転しました。

「痰（たん）と去痰剤」 白石内科クリニック 干野 英明 院長

─痰について教えてください。
　痰は、気道内に入ってきたウイルス

や細菌を排出するために出る粘液

です。健康な人でも常に産生されて

いますが、無意識のうちに飲み込ん

でいて通常は気になりません。一定

の量を超えると痰として認識されま

す。何らかの原因で気道内に炎症が

起きると、粘液の分泌が過剰になっ

て痰が増えたり、成分の変化が起き

は、気道や肺胞からの出血が疑わ

れ、肺がん、肺結核、気管支拡張症

などの可能性もあります。ただし、せ

きが強い場合には、気管支の表面

に血がにじんで、それが痰に混じっ

て出る場合もあります。

　夜中から明け方に痰が多く出る

場合は気管支喘息（ぜんそく）を、朝

の起床時に多い場合は、慢性気管

支炎や肺気腫などの慢性閉塞（へ

いそく）性肺疾患(COPD)の可能性

も考えます。気管支喘息やCOPDな

どの慢性の呼吸器疾患では、粘液

の産生源である粘液腺が肥大して

おり、粘液を気道に分泌する杯（さ

かずき）細胞の数が増加しています。

その結果、痰の量が多くなり、また、

痰の中の糖たんぱくの割合も増える

ので痰が粘り気を増して出しにくくな

ります。気道内に滞留した痰は、細

菌などの感染の温床となり、気管支

炎や肺炎になることもあります。

─痰を抑えるにはどうすればよい
ですか。
　痰の管理には去痰（きょたん）剤

が投与されます。去痰剤は作用機序

の点から大きく二種類あります。一つ

は痰の粘稠（ねんちょう）度を下げ、

粘液を正常な状態に近づけるもの

です。粘液修復薬とも言われカルボ

システインなどがあります。もう一つ

は、痰と気道粘膜との粘着性を下げ

て痰を滑りやすくし、痰の排泄を促

すものです。粘膜潤滑薬とも言われ、

アンブロキソールなどがあります。

　特にカルボシステインについては、

粘液修復作用とは別に、抗酸化作

用や抗炎症作用があり、COPDの

増悪を抑える効果があります。ま

た、ウイルス感染の抑制作用も報

告されています。

て痰が出しにくくなったりします。

　痰は、その特徴を把握することで、

原因となっている疾患の診断や治

療に役立つことがあります。急性期

で痰が透明や白色であれば感冒な

どのウイルス感染を、痰が灰白色や

黄色であれば細菌感染を疑います。

黄色や緑色の膿性（のうせい）痰の

場合は、細菌感染を含め、気管支

拡張症などの慢性気道感染症を疑

います。また、痰に血が混じる場合
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